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研究概要

ヒトをはじめとする哺乳動物のゲノム全塩基配列が次々

と解読されていますが、　これらの成果を本当に価値あ

るものにするためには、塩基配列情報が生体内において

有する活性を明らかにするという基礎的な研究を進める

必要があります。これらの情報のうち遺伝子の転写制御

情報は、遺伝子産物が作られる場所・時間・量を規定す

る重要な因子です。私はより生体に近い実験条件下でこ

の転写制御情報を解明するために、YAC ( 酵母人工染色

体 ) や BAC ( 大腸菌人工染色体 ) の遺伝子導入マウス 

(TgM) を用いています。この実験系は、導入遺伝子の発

現パターンが内在性のそれと酷似するという利点を生か

して、遺伝学における相補 (complementation) 実験に

盛んに用いられてきた経緯を持ちます。主な研究テーマ

として、１）血圧シグナルによるレニン・アンジオテン

シン系遺伝子発現制御機構の解明、２）βーグロビン遺

伝子の発生段階特異的発現制御機構の解明、に取り組ん

でいます。前者は、例えば血圧が低下したときに血圧を

上昇させる遺伝子の発現量が増加するのはなぜかという

合目的性の生体反応に焦点を当てています。後者は、哺

乳動物の発生段階に伴って、酸素を運搬するグロビン・

タンパク質の構成因子が酸素親和性の高いγ遺伝子から

低いβ遺伝子へと変換する（遺伝子スイッチング）ので

すが、これがどのような分子メカニズムで起こるのかを

明らかにしようとしています。これらはその性格上、培

養細胞系を用いた研究が困難であるため、YAC/BAC TgM

の実験系が非常に力を発揮しています。
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